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9５ 
さて、ヘーゲルはつぎのように述べる。
、
、
、
、
、
「主人は自分だけで存在する意識である。が彼はもはや単に〔自分だけで存在する〕意識の〔抽象的〕概念にと
、
、
、
とまるものではなく、他方の意識を介して自己自身と媒介されている意味で、自分だけで存在する〔現実的な〕》魁
、
、
識である。つまり、自立的な存在すなわち物たること（ロロ、胃」一）一般と総合されていることを、その本画とし
ているような意識によって媒介されているのである。」
この他方の意識とは、奴隷である。こちらは自分の動物的生命とかたく結ばれていると感じることによって、諸物
の自然的世界と一体になっている。全き威信のための闘争において、自己の生命を賭けることを拒んだために、奴隷
は動物の上に自己を高められない。かくして奴隷は、自分のことをこのようなものと見なし、また主人の方からも動
物のようなものと見なされる。だが奴隷の方は、主人を人間存在と人間的尊厳のうちにあるものとして承認し、それ
に応じた振舞いをする。それゆえ主人の「確信」は、純粋に主観的でもなく、また「無媒介」（ロロョョの一目『）なも
《研究ノート》
ヘ
ー
ゲ
ル
「
精
神
現
象
学
」
に
お
け
る
自己意識の自立性と非自立性（下）
ｌ
コ
ジ
ェ
ー
ヴ
に
よ
る
ヘ
ー
ゲ
ル
、
そ
の
現
代
化
の
試
み
Ｉ
村
上
恭
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のでもなく、他者つまり奴隷の承認によって客観化され「媒介」されている。奴隷が、まだ「直接的」にして、目
、
、
、
然のままの、「動物的」な存在にとどまっているのに対して、主人の方は、自己の闘争を介して、すでに人間的で
あり、「媒介」されている。したがって、主人の振舞いも、物に対しても他の人間に対しても、同じように「媒介」
されており、人間的である。ところが、これら他の人間は、主人にとっては、奴隷にすぎない。
、
「主人は、次の一一つの契機に関係する。一つは、物そのもの、つまり欲望の対象としての物であり、他方は、物
た
る
こ
と
を
本
質
的
な
も
の
と
し
て
い
る
意
識
で
あ
る
。
」
す
な
わ
ち
、
物
た
る
こ
と
を
本
質
的
な
も
の
と
し
て
い
る
意
識
と
は
、
自
己の生命を賭けることを拒んだことによって、物とかたく結びつき、物に従属することになった奴隷である。これ
に
対
し
て
主
人
は
、
こ
れ
ら
の
物
の
な
か
に
、
自
己
の
欲
望
を
充
た
す
た
め
の
単
な
る
手
段
し
か
み
な
い
。
そ
こ
で
主
人
は
、
自
己
の
欲
望
を
充
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
物
を
破
壊
す
る
。
「主人は、③自己意識の概念としては目分芯峅で⑪存在（国風目印の曰）という直接的な関係であるが、⑪いま
の
場
合
は
〔
す
な
わ
ち
、
奴
隷
に
対
し
て
勝
利
を
か
ち
え
た
あ
と
は
、
〕
同
時
に
媒
介
態
と
し
て
、
す
な
わ
ち
た
だ
他
者
を
介
し
て
の
み
自
立
的
に
存
在
す
る
意
味
で
、
自
分
だ
け
で
の
存
在
と
し
て
在
る
。
」
そ
れ
と
い
う
の
も
、
た
し
か
に
こ
の
場
合
主
人
は
、
自
分
を
主
人
と
し
て
承
認
し
て
く
れ
る
奴
隷
を
所
有
し
な
け
れ
ば
、
主
人
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
「
そ
こ
で
主
人
は
、
⑥
直
接
無
媒
介
的
に
両
者
〔
す
な
わ
ち
物
と
奴
隷
と
〕
に
関
係
し
、
⑪
間
接
的
に
は
、
こ
の
両
者
の
う
ちの各々に他方を介して関係する。主人は、日立飾癖葎盃〔物〕患介しで、勵擬岼心奴隷心関係する。と
い
う
の
も
、
奴
隷
は
、
ま
さ
に
こ
の
自
立
的
な
存
在
に
執
着
し
き
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
自
立
的
存
在
と
は
、
奴
隷
が
闘
争
に
お
い
て
断
ち
切
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
己
が
鎖
で
あ
り
、
こ
れ
が
た
め
に
奴
隷
は
、
自
己
の
自
立
性
を
物
た
る
こ
と
の
う
ち
に
も
つ
か
た
ち
で
、
自
己
が
自
立
的
で
な
い
こ
と
を
、
お
も
い
知
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
主
人
は
、
こ
の
自
立
的
存
在
を
支
配
す
る
威
力
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
存
在
が
自
己
に
と
っ
て
否
定
的
な
も
の
と
し
て
し
か
価
値
を
も
た
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
主
人
は
、
闘
争
に
お
い
て
実
証
し
た
か
ら
で
あ
る
。
主
人
が
、
こ
の
自
立
的
存
在
を
支
配
す
る
威
力
で
あ
り
、
こ
の
自
立
的
存
在
が
ま
た
他
者
〔
す
な
わ
ち
奴
隷
〕
を
支
配
す
る
威
力
で
あ
る
か
ら
に
は
、
主
人
は
、
こ
の
〔
現
実
的
あ
る
い
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は
行
動
的
な
〕
推
理
〔
主
Ｉ
物
ｌ
奴
〕
に
お
い
て
、
こ
の
他
者
を
自
己
の
支
配
下
に
も
つ
こ
と
に
な
る
。
同
様
に
、
主
人
は
奴隷茜介しで、聞接吋心物心関係する。奴隷もまた、自己意識一般として、物に対して否定する態度で関係し、物
を
〔
弁
証
法
的
巴
廃
棄
す
る
。
だ
が
、
奴
隷
に
と
っ
て
は
物
も
、
同
時
に
自
立
的
で
あ
る
。
こ
れ
が
た
め
奴
隷
は
、
物
を
否
定
す
る
に
し
て
も
、
〔
主
人
が
物
を
「
消
費
し
尽
す
」
よ
う
に
、
徹
底
し
て
〕
物
を
片
づ
け
無
化
し
て
し
ま
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
奴
隷
は
、
労
働
を
介
し
て
た
だ
物
に
働
き
か
け
る
だ
け
で
あ
る
。
〔
す
な
わ
ち
奴
隷
は
、
物
を
消
費
す
る
た
め
に
準
備
す
る
が
、
自
ら
は
そ
れ
を
消
費
し
な
い
。
〕
こ
れ
に
対
し
て
、
主
人
に
と
っ
て
は
、
奴
隷
の
行
な
う
こ
の
媒
介
を
通
じ
て
〔
す
な
わ
ち
（
主
人
に
よ
る
）
物
の
消
費
を
み
こ
し
て
、
自
然
的
事
物
、
つ
ま
り
「
原
料
」
を
加
工
す
る
奴
隷
の
労
働
を
介
し
て
〕
対
象
の
純
粋
な
否
定
と
し
て
、
す
なわち享楽として、〔この物に対する〕直播的極関係が生じることになる。」
す
べ
て
の
労
苦
が
、
奴
隷
に
よ
っ
て
ひ
き
受
け
ら
れ
る
以
上
、
主
人
の
方
は
と
言
え
ば
、
奴
隷
が
こ
ち
ら
に
Ⅲ
意
し
て
く
れ
た
物
を
、
た
だ
「
消
費
」
し
な
が
ら
享
楽
し
、
「
否
定
」
し
、
破
壊
す
る
だ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
主
人
は
、
す
っ
か
り
用
意
さ
れ
た
料
理
を
食
べ
こ
う
し
て
、
雅
人
が
自
然
に
対
し
て
束
縛
さ
れ
ず
自
由
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
自
己
自
身
に
満
足
を
得
て
い
る
の
は
、
も
っ
ぱ
ら
他
者（すなわち自分の奴隷）の労働のおかげである。しかし、彼が奴隷の主人であると言われるのは、それだけでは
何ら「自然的」なものをもたない全き威信のための闘争において、自己の生命を賭けることにより、自ら先んじて、
自
然
（
そ
し
て
ま
た
自
己
自
身
の
自
然
）
か
ら
自
己
を
解
放
し
た
が
た
め
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
「
欲
望
は
、
物
の
自
立
性
の
た
め
に
、
こ
の
こ
と
〔
享
楽
に
お
い
て
自
己
を
充
足
さ
せ
る
こ
と
〕
を
達
成
し
え
な
い
。
と
こ
ろ
が
主
人
は
、
物
と
自
己
自
身
と
の
あ
い
だ
に
奴
隷
を
介
在
さ
せ
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
物
の
非
自
立
性
の
面
と
連
結
す
る
だ
け
で
、
物
を
ひ
「
欲
望
に
と
っ
て
〔
つ
ま
剛
争
に
か
か
わ
る
「
以
前
」
れ
た
物
に
欲
望
を
向
け
る
〕
を達成するのである。」
ただ「消費」，
る
だ
け
で
あ
る
。
〔
つ
ま
り
、
た
だ
自
然
と
と
も
に
あ
っ
た
人
間
の
欲
望
は
、
直
接
こ
の
自
然
に
差
し
向
け
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
以
前
」
の
孤
立
し
た
人
間
に
と
っ
て
〕
、
達
成
さ
れ
え
な
か
っ
た
こ
と
を
、
い
ま
〔
奴
隷
に
よ
っ
て
手
を
加
え
ら
け
る
〕
主
人
は
達
成
し
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
主
人
は
、
物
を
消
費
し
尽
す
こ
と
、
享
楽
に
お
い
て
満
足
す
る
こ
と
Hosei University Repository
9８ 
たすら享楽する。が、物の自立性の面については、労働を介して物を加工する奴隷に任せてしまう。」
「主人が他方の意識〔奴隷〕によって承認されるという事態が生じるのは、〔物と奴隷という〕これら二つの契機
に
お
い
て
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
両
契
機
の
う
ち
こ
の
他
方
の
意
識
は
、
一
方
で
は
物
を
加
工
す
る
と
い
う
行
為
に
お
い
て
、
他
方
では一定の定在に従属している点において、自己を非本質的なものとして措定するからである。このいずれの場合
にも、この他方の意識は、存在を支配する主人となって、これを絶対的に否定し去るまでには至りえない。したがっ
て、ここには、他方の意識が自分だけでの存在としての自分を廃棄し、これによって、第一の意識〔主人〕が自分
に対して行なうことを、自分で行なうという意味で、承認の契機が現存している。〔すなわち、他者のうちに自己
の奴隷をみるのは、ただ主人だけではない。この他者の方もまた、自己自身をそのようなものと見なすのである。〕
同じくここには、第二の意識〔すなわち奴隷の意識〕の行為が、第一の意識〔すなわち主人の意識〕自身の行為で
あ
る
と
い
う
承
認
の
も
う
一
つ
の
契
機
も
含
ま
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
奴
隷
の
為
す
こ
と
は
、
実
は
主
人
の
行
為
で
あ
る
か
ら
で
ある。〔奴隷は、ただひたすら主人のために、自己自身の欲望を充たすためではなくて、主人の欲望を充たすため
にだけ労働するからには、奴隷において、また奴隷を通じて活動するのは、主人の欲望にほかならない。〕主人に
とっては、自分だけでの存在だけが、本質である。主人は、物を無とする純粋に否定的な威力である。したがって、
主人と奴隷というこの関係において、主人〔の行為〕は純粋に本質的な行為である。これに対して、奴隷〔の行為〕
は、純粋な行為ではなく、非本質的な行為である。しかし、本来的〔相互〕承認となるためには、もう一つの契機
が欠落している。主人は、他者に対して為すことを自己自身に対しても為し、奴隷は、自己自身に対して為すこと
を、他者〔主人〕に対しても為すという〔第三の〕契機が生じていなければならない。〔ところが、ここには、そ
のような第三の契機が欠落しており〕このため、この主人と奴隷の関係から生じたものは、一方的で、不等な承認
にほかならない。」というのも、主人が他者を奴隷として扱うとしても、主人自身は奴隷として振舞うわけではな
く、また奴隷が他者を主人として遇するとはいえ、奴隷自身は主人のように振獅うわけでもないからである。また
奴隷は、自己の生命を賭けるわけではなく、主人は何ら労働を行使するわけではない。
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このようなわけで、主人と奴隷の関係は、本来の意味での承認ではない。主人と奴隷というこの関係をよく理解
するために、まず主人の立場からこの関係を分析してみよう。単に主人だけが、自己を主人と見なすのではなく、
奴隷の方もまたこちらを主人と見なしている。だから主人は、その人間存在と人間としての尊厳において承認され
ている。しかし、この承認は一方的である。というのも、主人の方は奴隷の人間存在と人間としての尊厳を承認し
ていないからである。それゆえ主人は、自分では（こちら側からは）承認しない者から承認されていることになる。
ここには、主人の世かれている状況の欠陥と、悲劇性がある。主人は、承認を求めて闘争に挑み、自己の生命を賭
けてきたが、主人の得たものとしては、自らにとっては無価値な承認にすぎない。というのも、主人は、承認する
に値する者と自分が認める者の承認によらなければ、充足されえないからである。だから、主人の態度は、実存的
な袋小路である。｜方において、ただ彼の欲望が物を対象としたのではなく、他者の欲望に向かい、こうして彼の
欲望が承認を求める欲望であったからこそ、主人は主人となったのである。他方では、こうして主人となった以上、
彼はまさしく主人として承認されることを欲するに違いない。だが、それでいて他者を自己の奴隷にするのでなけ
、
れば、彼は主人として承認されえない。だが、奴隷は主人にとっては動物か物にすぎない。それゆえ、主人は物に
よって「承認」されることになる。そこで、主人の欲望は、結局のところ、当初とは巡って、（人間の）欲望では
なく、物を対象とすることになる。それゆえ、主人は迷路に陥ってしまった。彼を主人に仕立てあげたところの闘
争のあとにも、なお主人は、かってあの闘争にかかわるさい、自分ではそうなりたかったもの、すなわち他の人間
によって承認された人間とはなっていない。それゆえ、人間が承認による以外に満足を得ることができないなら、
主人として振舞う人間は、決して満足を得ることはなかろう。そこで、当初、人間は主人か奴隷かのいずれかであっ
たのだから、充足された人間とは必然的に奴隷だということになろう。もっと的確に言うなら、充足せる人間とは、
これまで奴隷であったところの者であり、奴隷の境涯を通過して、自己の奴隷としての境涯を「弁証法的に廃棄」
し
た
と
こ
ろ
の
者
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
実
際
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
言
え
る
。
、
、
「この点で、非本質的な〔すなわち奴隷の〕意識は、主人にとって、自己自身についての主観的確信の真理〔す
Hosei University Repository
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なわち開示された現実性〕を形成するところの対象である。〔というのも、自己を主人として奴隷に承認させなけ
れば、主人は、自己が主人であることを「知る‐’ことはできないからである。〕だが、明らかに、この対象はその
概念に一致していない。かえって報人は、Ｈ己を実現したという点において、むしろ主人にとって、日立的意識と
はまったく別のものになっている。〔というのも、主人は奴隷と面と向かい合っているからである。〕主人にとって
、
、
、
、
、
、
、
、
現に在るのは、自立的な意識ではなく、むしろ反対に非自立的な意識である。だから、主人は、自分だけでの存在
を真即〔すなわち開示された客観的現実性〕だとして確信しているのではない。それどころか、主人の真理は非本
質的な意識であり、この非本質的意識の非本質的な行為である。」
主人の「真理」とは、すなわち奴隷であり、また奴隷の労働である。実際、主人が奴隷を所有しているというだ
けで、他人は雅人を殺人として承認しているにすぎない。雅人の生命は、奴隷の労働による所産を消斑すること、
その労働で生き、またその労働を通じて生きることのうちにある。
、
、
、
、
、
、
、
｜それゆえ、自立的意識の真理は、奴隷の意識である。たしかに、一」の奴隷の意識は、さしあたっては、自己の
、
、
外に現われ、自己意識の真理ではないようにみえる。〔というのも、奴隷は人間的尊厳を自己自身においてではな
く、恢人において状認し、そして奴隷は、己Ⅲ身の尖存そのものにおいて、この主人に従屈しているからである。〕
だ
が
、
主
人
た
る
こ
と
の
本
質
は
、
そ
れ
が
そ
う
あ
り
た
い
と
望
ん
だ
も
の
と
は
逆
に
転
倒
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が主人たることの境地によって明らかにされたように、奴隷たることの境涯も、それが実現されたあかつきには、
、
おそらくそれが直接あるものとは反対のものとなるであろう。すなわち、奴隷たる｝」との境涯は、自己のうちに仰
、
、
、
、
、
し一尺された意識として、自己のうちに帰り、其の自立性に向かって逆転するであろう。」
絶対に自由で、まったく自分の在るがままのものに完全に満足しきっている全き人間、この満足のなかで、そし
てこの満足によって完成された人間は、自己の奴隷としての境涯を「廃棄」したところの奴隷であろう。無為徒食
の主人たる境地が、進退きわまる窮地であるのに対して、勤労に服する奴隷たることの境地は、人間的・社会的・
歴史的な進歩発展の源泉であろう。いったい歴史とは、労働者としての奴隷の歴史である。このことを知るために
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1０１ 
峰
主
人
と
奴
隷
の
関
係
（
す
な
わ
ち
「
岐
初
の
」
人
間
的
・
社
会
的
・
歴
史
的
な
接
触
に
よ
る
殴
初
の
結
果
）
を
、
も
は
や
主
人
の
立
場
か
ら
で
は
な
く
、
奴
隷
の
立
場
か
ら
考
察
す
れ
ば
十
分
で
あ
ろ
う
。
「
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
奴
隷
た
る
こ
と
が
、
主
人
た
る
こ
と
と
ど
ん
な
関
係
に
あ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
だ
け
を
考
察
し
て
き
た。だが、奴隷たることも自己意識であるから、そこで奴隷たることが、それ自体に自分だけで〔即自かつ対目的
に〕何であるかがつぎに考察されねばならない。さしあたって奴隷の境遇にとって本質であるのは、主人である。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
だから、自分だけである自立的意識が、奴隷であることの真理〔つまり開示された現実性〕ではあるけれども、｝」
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
の真理は、奴隷たる一」とにとっての真理であるだけで、まだそれ自身に即しての真理にはなっていない。」
奴隷は、主人に服従する。だから奴隷は、人間的自由という「自立性」の価値と現実性を、尊璽し承認する。た
、
だし奴隷は、このような自立性が自己自身において実現されるとは思っていない。そこで、奴隷は一」の自立性を他
瀞のうちにしかみない。この点にこそ、実は奴隷の長所がある。自己を承認してくれる他者をこちらからは承認で
きないため、主人は袋小路に陥った。これに対して、奴隷は最初から他者（主人）を承認している。だから、双方
に
よ
る
相
互
的
承
認
だ
け
が
、
人
間
を
ま
っ
た
く
完
全
に
実
現
し
、
充
足
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
に
は
、
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
相
互
的
承
認
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
奴
隷
は
他
者
（
主
人
）
に
自
己
を
認
め
さ
せ
、
こ
の
他
者
か
ら
自
己
を
承
認
し
て
も
ら
う
だ
け
で
十
分であろう。このようになるためには、もちろん奴隷は、奴隷であることをやめなければならない。すなわち、奴
隷は自己を超出するとともに、奴隷としての自己を「廃棄」しなければならない。しかるに主人は、主人としての
自己を「廃棄」したいとはまったく望んでおらず（そのことは、主人にとっては奴隷になることを意味するからだ
が）、したがってそのことを望む可能性もないのに、奴隷の方は、奴隷であることをやめることに、ことのほか関
心
を
は
ら
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
自
己
を
奴
隷
に
お
と
し
め
た
あ
の
最
初
の
闘
争
の
経
験
に
よ
っ
て
、
奴
隷
は
、
奴
隷
と
し
て
の自我という自己の現存する自我を自己廃棄し、自己否定する活動の素質をもつようになる。もちろん、最初は、
自己の（奴隷としての）自我とかたく結びついているため、奴隷は自己自身のうちには、この「否定性」をもって
は
い
な
い
。
奴
隷
は
こ
の
否
定
性
を
主
人
の
う
ち
に
し
か
見
出
さ
な
い
。
と
い
う
の
も
、
主
人
は
承
認
の
た
め
の
闘
争
の
さ
い
自
己
の
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生命を賭けることによって、自己の純粋な「否定する否定性」を実現したからである。
、
、
、
、
、
、
、
、
「しかしながら、奴隷たることも、一」の純粋な否定性と自分だけでの存在という主人の真理〔つまり、開示され
た現実性〕を、謂際いば、目己目身心即しでもっている。というのも、奴隷の境遇は、この真理の本質を自分で経
、
、
験したからである。すなわち、一」の奴隷の意識が不安の念を抱いたのは、あれこれのことに対してでも、またあれ
これの瞬間に対してでもない。自己〔自身〕の全存在に対して不安を抱いたのである。それというのも、この奴隷
の意識は、絶対的な主人である死の畏怖を感じたからである。この畏怖のなかで奴隷の意識は、内面から解体させ
られ、自己自身の深くまで恐れおののき、心中において安定していたものがことごとくぐらつき、動揺をきたした
のである。この純粋に一般的な〔弁証法的〕運動、すべて安定して存在していたものの絶対的な流動化というこの
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
一」とが、自己意識の単純な本質であり、絶対的否定性であり、純粋な自分だけでの存在である。こうして、この目
、
、
、
、
分だけでの存在は、一」の奴隷の意識において在るわけである。」
主人は、自己の主人たる境遇のなかに定着し、凝固している。主人は、自己を超え出ることもできないし、自己
を変えることも、また先へ進んでゆくこともできない。主人は、戦いに勝つか、そして主人となり自己を維持する
か、さもなくば死ぬか、そのいずれかでなければならない。主人を殺すことはできるが、彼を一変させ、教化する
ことはできない。彼は主人となるために、自己の生命を賭けた。それゆえ、主人たる境地は、彼にとって自らのり
超えることのできない崇高の価値である。これに反して、奴隷の方は、自ら奴隷となることを欲したのではなかっ
た。彼は、敢えて自己の生命を危険にさらし主人となろうとはしなかったがゆえに、結果として奴隷となったので
ある。奴隷は、死の畏怖のなかで、（そのことを自覚していないが）確固として安定した状態が、たとえそれが主
人の状態であれ、人間的実存のもろもろの可能性を汲み尽しえないということを理解した。奴隷は、現存する人間
の地位の「虚しさ」を「洞察」した。奴隷は、主人の境地とかたく結びつこうとはこれまで欲しなかったし、また
奴隷という自己の境遇にも、自らをかたく縛るわけでもない。奴隷のうちには、固定したものは何ひとつとしてな
い。奴隷には変化に対して覚悟はできている。奴隷の存在そのもののなかに、変化・超越・変貌・「教化」が生じ
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ている。奴隷は、その発端からして、その本質において、またその現存在自体において、歴史的な生成である。｜
方において、奴隷は自己の在るがままの事実と結びついておらず（つまり、そのようなものと自己を同一視するの
ではなく）、自己の与えられた状態を否定することによって、自己を超え出ようとする。他方、彼は達成しようと
する肯定的な理想をもってもいる。すなわち、その理想とは、彼が奴隷となったそのときから、主人のなかに体現
されているのをみた自立性という理想、つまり自分だけでの存在という理想である。
「自分だけでの存在というこの契機は、奴隷か隷識心対しでも存在している。というのも、主人のなかにみられ
る自分だけでの存在というこの契機は、奴隷の意識にとって、奴隷自身の対象でもあるからである。」
この対象は、自己の外に在り自己に対立しているものだと奴隷の意識が知っている対象であり、この対象を奴隷
の意識はわがものにしようとする。奴隷は、自由であることがどんなものかを知っている。奴隷は、いま自分が自
由
で
は
な
く
、
そ
し
て
自
由
に
な
り
た
い
と
欲
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
闘
争
と
そ
の
結
果
の
経
験
が
、
前
も
っ
て
奴隷に超越と進歩と歴史へと向かわせる素因をもたらすとすれば、この奴隷の意識は、主人への奉仕において労働
する奴隷としての彼の生命のなかで、（超越と進歩と歴史へと向かわせる）この素因を実現するであろう。「さらに、
この奴隷の意識は、ただこのような〔堅固にして定着したものすべての〕一般的な解体であるばかりでなく、主人
、
、
、
への奉仕において、一」の解体を現実に〔すなわち具体的な仕方で〕実現してもいる。奉仕にさいして〔他者（主人）
、
、
、
への奉仕において労働を強制されて〕、奴隷の意識は、すべての個々の契機において、自然的現存在への執着を
〔弁証法的に〕廃棄し、こうしてこの現存在を労働によって排除する。」
主人は、奴隷に労働を強いる。だが、労働することによって奴隷は、自然を支配する主人となる。ところで、
奴隷が主人の奴隷となったのは、彼が最初自己保存の本能を受け容れんがため自然の法則に従ったことから、自然
とかたく結びつき自然の奴隷となったからにほかならない。奴隷は労働を介して自然の主人となるが、このとき彼
は、自己自身の本性から、これまで自己を自然に縛りつけ、自己を主人の奴隷となした自己自身の本能から解放さ
れる。したがって、労働が奴隷を自然から解放するとき、労働は奴隷をまた同時に奴隷という彼の本性からも解放
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「だが、奴隷が闘争にさいして、一般的に経験し、〔奴隷が恐れている主人に対する〕奉仕にさいしても個別的に
経験する絶対的威力の感情は、ただ即自的解消でしかない。」
ただし、このような絶対的威力を感じないならば、すなわち死の畏怖とか主人によって与えられる恐怖がないな
らば、人間は決して奴隷にはならないであろうし、したがってまた最終的な完成に達することもできないであろう。
だがこの場合、この「即自的」という条件、すなわち客観的には現実的で必然的なこの条件だけでは、十分とは言
えない。完成（それは常に自覚的である）は、ただ労働において、また労働によらなければ達成されえないもので
ある。というのも、労働において、また労働によって初めて人間は、かねて自己にとって、主人のうちに具体化さ
れたあの絶対的威力を感じながらたどる経験の意義や価値や必然性を、やっと意識するに至るからである。主人の
ために労働奉仕をしたあとやっと人間は、主人と奴隷との闘争の必然性と、この闘争がもたらす危険と畏怖との価
する。こうして労働は、奴隷を主人からも解放する。ただ与えられた自然のままの世界では、奴隷は主人の奴隷で
ある。が、自己の労働を介して変化を加えられた技術の世界では、奴隷は絶対的な主人として君臨する。あるいは
少なくとも、いつか君臨するであろう。現存する世界とこの世界のうちに現存する人間を、徐々につくりかえる労
働から生まれる｝」の主人の境地は、主人自身の「直接的な」主人の境地とはまったく異なったものであろう。かく
して、歴史的未来は、死を選ぶか、さもなければ際限なく自己自身との同一性のうちに自己を維持する闘争者とし
ての主人に属することはなく、むしろ労働する奴隷に属する。労働者である奴隷は、自己の労働を介して与えられ
た世界をつくりかえ、与えられたものと彼のうちでこの与えられたものによって限定されているところのものをも
超え出る。こうして奴隷は、自分自身を超えると同時に、また主人をも超える。主人の方はと言えば、彼は働くこ
とをしないから、自己の労働によって手が加えられない元の与えられたままの事態に、依然として縛られている。
奴隷からみて、闘争する主人そのひとのうちに体現されていた死の畏怖が、歴史的進歩の必然的条件（８己冨◎
印］ロの目色。。。）であるとするならば、まさにこの進歩を実現し完成するのは、ただひとえに奴隷の労働にほかな
らない。
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値を理解することになる。「こうして、たとえ主人に対する恐れが知恵の始まりであるとしても、この恐れをいだ
く意識は目己目身心対しでいるだけで、まだ目分汚げで⑪浄松であるのではない。」死の畏怖のなかで、人間は自
己の実在と、自己にとって生存というこの単純な事実のもつ価値とを自覚する。かくして人間は、現存在のもつ
「厳粛さ」に気づくことになる。だが、ここではまだ、自己の自立性、自己の自由のもつ価値と「厳粛さ」、自己の
人間的尊厳は自覚されていない。
「だが労働を通じてこの奴隷の意識は、自己自身に達する。主人の意識における欲望に対応するこの労働という
契機においては、物がその自立性を保っているため、奉仕する意識には物に対する非本質的な関係という側面があ
てがわれているようにみえた。〔奴隷は、労働において、また労働によって、自然に、物や「素材」に隷属してお
り、これに対して主人の方は、奴隷が用意してくれた物を消費し、享楽することで満足しきっており、だから自然
に対して縛られず自由であるようにみえる。だが、実はそうではない。〕主人の欲望は、なるほど〔物を消費する
ことで〕対象をまったく否定する働きと、このことによる〔享楽において経験される〕何ら混ざりけのない自己感
情とを保持してはいる。だがこの満足は、このためかえって、それ自身消失でしかない。というのも、この満足に
、
、
は対累吋態面あるいは安定して存立することが欠けているからである。」労働をしない主人は、自己自身の外に何
ひとつ恒久的に存続するものを生み出さない。主人は、奴隷の労働による所産をただ破壊するだけである。だから、
主人の享楽と満足は、依然としてまったく主観的である。それらはただ主人の関心をそそるだけであり、それゆえ
主人によって承認されうるだけのものにすぎない。だからそれらは、何らの「真理」をもたない。つまり、万人に
開示される客観的実在性をもたない。かくして、主人によるこの「消費」、この無為徒食の享楽は、欲望の「直接
的な」満足の結果として生じるものであるが、これはせいぜい、いくらかの慰みを人間にもたらすことはできても、
まったく決定的な満足をもたらすことはできない。
「これに対して、労働は阻止された欲望であり、消失の停止である。言いかえると、労働は形成かろ。」労働は、
、
、
、
、
、
世界を作り変え、人間を鍛錬し、教化する。労働しようと意欲する人間、あるいは労働しなければならない人間は、
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自己の本能を阻止しなければならない。というのも、とかく本能は、労働の加わらない自然のままの対象を「直接
的に」「消費」するように人間を駆り立てるものだからである。奴隷は、自己の欲望を阻止しなければ、主人のた
めに、つまり自己以外の他者のために労働することはできない。それゆえ、奴隷は労働することによって自己を超
え出る。あるいはこう言ってよければ、奴隷は自己の本能を阻止することによって、自己を教化し、自己の本能を
修練し、「昇華する」と言ってもよい。他方、奴隷は単に在るがままの物を破壊するのではない。奴隷は物を破壊
する以前に、まずさしあたって労働によりこれを作り変え、消費のために用意する。すなわち、彼は物を「形成」
するのである。奴隷は自己の労働において物を形成し、そしてそれと同時に自己自身をも作り変える。すなわち、
奴隷は自己自身を作り変え、教化することによって、物および世界を形成する。また彼は、物および世界を作り変
えることによって、自己を教化し、形成するのである。かくして、つぎのように言われることになる。
「労働する者にとって、対象は自立性をもっているがゆえに、対象に対する否定的関係は、この対象そのものに
、
、
、
、
形式を与えることになり、永続させることになる。》」の否定的な媒語、すなわち〔労働という〕形成する行為は、
同時に個別性であり、意識の純粋な自分だけでの存在である。そこで、この自分だけでの存在は、労働において、
いまや自己の外に出て、意識の外にある永続の境地へ歩み入る。だから、このことによって労働する意識は、日立
、
、
、
、
的存在を自己自身として直観することになる。」
労働による成果は、労働する者の生み出した仕馴である。それは労働する者の企て、彼の理念の実現である。か
くして、この成果において、そしてそれによって実現されたものは、まさに労働する者である。そうである以上、
労働する者は、自己の労働によるこの成果を直観するとき、実は自己自身を直観することになる。ところで、この
手の加えられた成果は、同時に自然の物とまったく同じように「自立的」であり、同じように「対象的」であり、
同じように人間から独立している。かくして、人間が人間として客観的に実動されるのは、まさに労働によって、
しかもただ労働によってだけである。人間は、人為的な所産を生み出して初めて、彼自身が現実的にまた客観的に
自然的存在以上のものとなり、またそれとは異なったものとなる。そこで、ただこの現実の客観的な所産において、
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人
間
は
典
に
自
己
の
主
観
的
な
人
間
存
在
を
自
覚
す
る
よ
う
に
な
る
。
か
く
し
て
、
人
間
が
超
自
然
的
な
、
そ
し
て
自
己
の
実
在
性
を
自
覚
し
た
現
実
的
存
在
で
あ
る
の
は
、
ま
さ
に
労
働
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
労
働
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
は
精
神
を
「
体
現
」
し
、
歴史的な「世界」となり、「客観化された」歴史となるのである。
こ
う
し
て
、
労
働
こ
そ
が
人
間
を
「
形
成
」
す
る
。
言
い
か
え
る
と
、
動
物
か
ら
発
し
て
人
間
を
「
教
化
」
す
る
も
の
は
、
労
働
に
ほかならない。この一‐形成・教化された」人間、目的を完遂し、自らのこの完成によって満足した人間は、したがっ
て
必
然
的
に
主
人
で
は
な
く
、
む
し
ろ
奴
隷
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
奴
隷
の
境
地
を
通
過
し
た
者
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
主
人
な
く
し
て
は
奴
隷
は
存
在
し
な
い
。
だ
か
ら
、
主
人
は
人
間
の
生
成
を
も
た
ら
す
歴
史
的
過
程
の
触
媒
で
あ
る
と
言
え
る
。
主
人
自
身
は
、
こ
の
歴
史
的
過
程
に
穂
極
的
に
参
加
し
な
い
け
れ
ど
も
、
主
人
が
い
な
け
れ
ば
、
主
人
が
こ
の
過
程
に
立
ち
合
わ
な
け
れ
ば
、
こ
の
過
程
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
人
間
の
歴
史
が
人
間
の
労
働
の
歴
史
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
し
て
ま
た
こ
の
労
働
が
、
労
働
す
る
者
の
本
能
な
い
し
「
直
接
的
な
私
心
」
に
抗
し
て
遂
行
さ
れ
る
と
い
う
条
件
で
の
み
、
歴
史
的
・
社
会
的
・
人
間
的
で
あ
る
な
ら
ば
、
労
働
は
他
者
の
た
め
に
遂
行
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
り
、
死
の
畏
怖
に
駆
り
立
て
ら
れ
た
強
制
的
な
労
働
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
人
間
（
奴
隷
）
を
自
由
の
身
に
解
放
し
、
人
間
を
人
間
に
仕
立
て
あ
げ
る
の
は
、
こ
の
労
働
で
あ
り
、
た
だ
こ
の
労
働
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
一
万
に
お
い
て
、
こ
の
労
働
は
、
現
実
の
客
観
的
世
界
を
創
造
す
る
。
こ
の
世
界
と
は
、
非
自
然
的
な
世
界
、
す
な
わ
ち
文
化
的
・
歴
史
的
・
人
間
的
な
Ⅲ
界
を
い
う
。
こ
の
よ
う
な
世
界
に
お
い
て
初
め
て
人
間
は
、
自
然
の
内
部
で
生
き
る
動
物
（
お
よ
び
「
原
始
的
」
人
間
）
の
生
と
は
本
質
的
に
異
な
っ
た
生
を
営
む
。
他
方
こ
の
労
働
は
、
奴
隷
を
自
由
の
身
に
解
放
す
る
。
つ
ま
り
奴
隷
を
、
か
っ
て
彼
を
自
然
に
縛
り
つ
け
、
彼
自
身
の
生
得
的
な
動
物
的
本
性
に
縛
り
つ
け
て
い
た
畏
怖
か
ら
自
由
の
身
に
解
放
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
自
己
を
主
人
に
隷
属
さ
せ
て
い
た
と
こ
ろ
の
あ
の
畏
怖
か
ら
、
奴
隷
が
自
己
を
解
放
す
る
の
は
、
主
人
に
対
す
る
畏
怖
の
な
か
で
、
し
か
も
主
人
へ
の
奉
仕
に
お
い
て
遂
行
さ
れ
た
労
働
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
、
、
、
、
、
、
、
「ところで、〔労働によって物を〕形成するはたらきは、奉仕する意識が一」の形成において純粋な自分だけでの存
、
在として、この意識自身に対して存缶かふむのとなる、という喉同定的な意味をもっているだけではない。〔すなわ
ち
労
働
は
、
つ
ぎ
の
行
為
と
は
な
お
異
な
る
。
つ
ま
り
、
人
間
は
動
物
が
生
を
営
む
自
然
的
世
界
と
ま
っ
た
く
同
じ
く
現
実
的
で
あ
っ
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て本質的に人間的な技術の世界を創造するが、そのさいの行為とは同じではない。〕さらに、〔労働によって物を〕
モ
メ
ン
ト
形成する働きは、奉仕する意識の最初の契機である畏怖に対して否定的な意味をももっている。というのも、物を
形成するさい、奉仕する意識が〔自然的な〕存在として自己に対立して存在する形蒟を〔弁証法的に〕廃棄するこ
とによってのみ、この意識固有の否定性、すなわち自分だけでの存在は、意識にとって対象〔あるいは世界〕とな
るからである・だが、この対象的にして〔自然的な〕否定的ふかのこそ、まさしくかって奉仕する意識に戦燥の念
を抱かせたところの他人〔主人〕の実在にほかならない。しかるに、いまやこの奉仕する意識は、〔労働において、
、
、
そして労働によって〕この他人の否定的なものを破壊する。一」の意識は、このような否定的なものとしての自己を
、
、
、
、
、
、
、
、
永続の境地のうちに措定し、この一」とによって、勵凸目身心姉かみことになり、自分だけでの存在となる。主人に
おいては、奉仕する意識の自分だけでの存在は一つの他蓉であり、言いかえれば、自分だけでの存在は、奉仕かろ
憲識心対いで存在するにすぎない・畏怖においては、自分だけでの存在は〔すでに〕どの奉仕がる蔵織るか⑤ひか
うちに存在している。しかるに、〔労働による〕形成においては、自分だけでの存在は、奉仕かか懲識にとって、
、
、
、
自己に固存かものとなる。こうして奉仕する意識は、自ら即自かつ対目的に〔つまり自体的にも自覚的にも〕存在、、
する一」とを意識するようになる。いまいう形式〔奉仕する意識によって企てられた理念〕は、〔一」の意識の〕外に
、
、
、
、
置かれる》」とによって〔すなわち、労働によって世界の客観的実在のうちに導入されたからといって〕、｝」の意識
にとって〔すなわち、労働する意識にとって〕自分とは別のものとなるのではない。というのも、この形式こそ、
奉仕する意識自身の純粋な自分だけでの存在であり、しかもこの形式において、この自分だけでの存在は、この意
識にとって真理となるからである。」
この真理は、開示され意識された客観的な実在性のことである。労働する人間は、自己の労働によって実際に作
り変えられた世界のうちに自己自身の労働の成果を認識する。すなわち、労働する人間は、その成果のうちに自己
自身を認識する。彼は、そのうちに自己自身の人間存在をみる。彼はそのうちに自己の人間性のもつ客観的実在を
見出す。言いかえると、彼が自らについて形成するところの、当初は抽象的でまったく主観的であった自己自身の
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観
念
の
客
観
的
実
在
性
を
他
者
に
対
し
て
開
示
す
る
。
「
か
く
し
て
労
働
す
る
意
識
は
、
自
ら
の
力
で
自
己
自
身
を
再
び
見
出
す
こ
の
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
活
動
に
よ
っ
て
、
自
分
自
身
の
も
つ
意
味
を
得
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
｝
」
の
固
有
の
意
味
は
、
こ
れ
ま
で
単
に
見
知
ら
ぬ
縁
な
き
蔵
、
味
に
す
ぎ
な
い
と
み
ら
れ
て
い
た
あ
の
労
働
の
う
ち
に
生
じるのである。」
奴
隷
の
境
地
を
通
過
し
た
あ
と
に
な
っ
て
、
（
奴
隷
に
と
っ
て
死
に
対
す
る
畏
怖
を
体
現
す
る
）
他
者
へ
の
奉
仕
に
お
い
て
な
さ
れ
る
労
働
に
よ
っ
て
、
そ
の
畏
怖
に
う
ち
克
っ
た
あ
と
に
な
っ
て
初
め
て
人
間
は
、
自
己
の
真
の
自
立
性
と
真
正
な
自
由
を
か
ち
と
る
こ
と
に
な
る
。
か
く
し
て
人
間
を
自
由
な
身
に
解
放
す
る
労
働
は
、
必
然
的
に
、
さ
し
あ
た
っ
て
す
べ
て
の
実
権
を
保
持
す
る
全
能
な
る
主
人
に
奉
仕
す
る
と
こ
ろ
の
奴
隷
の
強
制
的
な
労
働
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
「このように、〔奉仕する意識が自己のうちへ〕復帰し反省するためには、〔つぎの〕二つの契機が必要である。
す
な
わ
ち
、
〔
ま
ず
第
一
に
〕
死
の
畏
怖
と
い
う
契
機
と
、
〔
第
二
に
〕
奉
仕
一
般
が
、
〔
労
働
に
よ
る
〕
教
化
・
形
成
と
い
う
契
機
に
加
え
て
、
必
要
で
あ
る
。
し
か
も
、
両
契
機
と
も
一
般
的
な
仕
方
で
の
も
の
が
必
要
と
さ
れ
る
。
二
万
に
お
い
て
〕
奉
仕
と
服
従
の
訓練がなければ、畏怖はいつまでも形式的なものにとどまり、現存在の意識された現実性には広まらない。」
た
だ
漫
然
と
不
安
を
感
じ
た
と
い
う
だ
け
で
は
、
十
分
で
は
な
い
。
ま
た
死
に
対
す
る
不
安
を
抱
き
、
こ
の
こ
と
を
自
覚
し
た
と
い
う
の
で
さ
え
、
十
分
で
は
な
い
。
ひ
と
は
死
の
畏
怖
を
凝
視
し
て
生
き
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
か
く
生
き
る
こ
と
は
、
自
己
が
畏
敬
す
る
者
に
奉
仕
す
る
こ
と
で
あ
り
、
つ
ま
り
自
己
に
畏
怖
を
鼓
吹
し
畏
怖
を
体
現
す
る
者
に
奉
仕
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
主
人
（
現
実
の
、
人
間
的
な
主
人
、
あ
る
い
は
「
崇
高
な
存
在
に
高
め
ら
れ
た
」
主
人
す
な
わ
ち
神
）
に
奉
仕
す
る
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
主
人
に
奉
仕
す
る
こ
と
は
、
彼
の
碇
に
服
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
奉
仕
が
な
け
れ
ば
、
畏
怖
だ
け
で
は
現
存
在
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
現
存
在
は
、
畏
怖
に
さ
ら
さ
れ
た
最
初
の
状
態
を
克
服
す
る
こ
と
は
決
し
て
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
ひ
と
を
奴
隷
に
陥
れ
る
恐
怖
は
、
死
の
観
念
の
も
た
ら
す
も
の
だ
が
、
こ
の
恐
怖
か
ら
の
解放は、ひとりの他者に奉仕し、自己を外化し、もろもろの他者と提携することによって実現されることになる。
「〔他方、労働による〕教化・形成がなければ、畏怖はいつまでも心胸のうちにあるだけで、沈黙しており、だから
意識は自己自身だけのもの〔自覚的〕とはならない。」
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現
実
の
客
観
的
な
世
界
を
作
り
変
え
る
と
こ
ろ
の
労
働
が
な
け
れ
ば
、
人
間
は
実
際
に
自
己
を
作
り
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
労
働なくして仮に人間が変化するとしても、その変化は、「内的「｜で、純粋に主観的なものにとどまり、ただ自己自
身
に
と
っ
て
だ
け
開
示
さ
れ
る
に
す
ぎ
ず
、
「
沈
黙
し
た
ま
ま
」
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
他
者
に
対
し
て
は
伝
達
さ
れ
え
な
い
。
こ
の
「内的」な変化は、変化しなかった世界と、この変化しなかった世界と結びついている他者に対して、人間を対立
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
か
く
し
て
、
こ
の
変
化
は
人
間
を
狂
人
も
し
く
は
罪
人
に
変
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
類
の
人
間
は
、
い
ず
れ
自
然的・社会的現実によって抹殺されることになる。主観的観念はさしあたって客観的世界を超え出るが、ただ労働
だけがこの主観的観念と客観的観念とを終局的に和解させる。しかもなお、現存する世界をまえにして、不安を覚
え
、
畏
怖
を
感
じ
、
そ
れ
ゆ
え
充
足
さ
れ
な
か
っ
た
そ
の
世
界
を
、
畏
怖
に
駆
ら
れ
な
が
ら
、
超
え
出
よ
う
と
試
み
る
す
べ
て
の
人
間
の態度にまといつく狂気と罪悪の境地を消し去ることができるのは、ただ労働だけである。
「
だ
が
、
意
識
が
岐
初
の
絶
対
的
な
畏
怖
に
出
合
う
こ
と
な
く
、
〔
労
働
に
よ
り
物
を
〕
形
成
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
意
識
が
自
己
固
有
、
、
の
意
味
を
得
て
も
、
そ
れ
は
虚
し
い
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
意
識
の
も
つ
形
式
な
い
し
否
定
性
は
、
否
定
性
自
体
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
怠
識
の
形
成
す
る
働
き
は
、
自
己
自
身
が
本
質
的
実
在
で
あ
る
こ
と
を
こ
の
意
識
に
認
め
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
し
意
識
が
絶
対
的
な
畏
怖
に
耐
え
た
の
で
は
な
く
、
単
に
わ
ず
か
ば
か
り
の
不
安
に
耐
え
た
だ
け
な
ら
ば
、
否
定
的
な
実
在
は
意
識
に
と
っ
て
外
的
な
も
の
に
と
ど
ま
る
。
つ
ま
り
、
意
識
自
身
の
実
体
は
、
こ
の
否
定
的
な
実
在
に
徹
頭
徹
尾
染
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
自
ら
の
自
然
的
意
識
を
充
た
し
て
い
る
内
容
が
、
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
動
揺
を
き
た
し
た
わ
け
で
は
な
い
か
ら、この意識は自体的にはまだ一定の存在に属している。この意識固有の意味は、利己心〔我意〕であり、まだ奴
、
、
、
、
、
隷の境地のうちにとどまっている一つの自由である。〔一」の労働によって、現存在するものに押しつけられた〕純
粋
形
式
は
、
こ
の
意
識
に
と
っ
て
本
質
的
な
実
在
と
は
な
り
え
な
い
。
同
様
に
、
個
別
的
な
も
の
を
超
え
て
広
が
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る純粋形式は、｜般的な形式でもなければ、また絶対的な概念でもなく、一つの熟練である。この熟練の支配する
威力は、ただ若干のものに及ぶだけで、普遍的な威力や対象的な実在の全体に及ぶわけではない。」
死の畏怖を経験したことのない人間は、自然的世界が自己にとって敵対的であり、世界が自己を殺害し破壊しよ
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うとしていることを知らないし、またそれが自己を実際に満足させるのに本質的に適していないということも知ら
ない。それゆえ、そうした人間は依然として根本的に自然的世界に縛られたままである。このような人間は、せい
ぜいこの世界を「改革」しようと試みるだけである。すなわち、彼はこのⅢ界の細部を変えてみるだけで、本質的
な性格には何ら修正を施すこともなく、ただ部分的な改造を試みようと望むだけであろう。このような人間は、
「熟練した」改蔽派ないしは日和見主義者として行動するであろうが、それは決して具の革命論者の振舞いではな
いであろう。ところで、彼が住んでいるこの世界は、（地上のか、それとも天上の）主人のものであり、この世界
において彼は必然的に奴隷である。それゆえ、彼を自由の身に解放し、それによって彼に充足感を与えうるものと
言えば、それは改革ではなく、世界の「弁証法的」ないし革命的廃棄にほかならない。ところで、このように阯界
を革命的に作り変えることは、この現存の世界の「否定」、つまり、このⅢ界を全体にわたって枢絶することを前
提とする。この絶対的否定の根源は、この現存の世界によって、もっと正確に言って、このⅢ界を支配するところ
の者、すなわちこの世界の主人によって吹き込まれた絶対的な恐怖のほかにはありえない。ところが、革命的否定
の欲望を（不本意ながら）ひき起こすところの主人は、奴隷の主人である。それゆえ、この現存の肚界がその全体
にわたって、（現実の、あるいは「崇高な存在に純化された」）花人の所何でないならば、人間は目Ｊに満足を与え
てくれないこの世界から解放されることはありえない。ところで、主人は生きているかぎり、彼、身が拡人である
この世界につねに隷属している。主人が自己の生命を賭けることにおいて、そしてそれによってしか現存のこの世
界を超え出ない以上、彼の自由を「実現」するのは、ただひとえに自らの死においてよりほかにはない。だから、
主人は生きているかぎり、現存する世界を超えて自己を高める自由に決して到達することはない。主人は自分の生
き
て
い
る
世
界
か
ら
か
た
と
き
も
離
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
こ
の
世
界
が
滅
亡
す
る
な
ら
、
主
人
は
こ
の
Ⅲ
界
と
運
命
を
と
も
にすることになる。ただ奴隷だけが滅亡することなく、（主人に属する）現存する世界を超えⅢることができる。
ただ奴隷だけが、自己を形成し、自己を奴隷の境地に拘束するところの世界を作り変えることができ、また自己に
よって形成された世界を創造し、そこにおいて自由の身になることができる。奴隷がこの状態に到達できるのは、
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彼が主人に仕えることにおいて為される強制的にして畏怖に充ちた労働によるほかはない。主人に対するこの労働
だ
け
で
は
、
お
そ
ら
く
解
放
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
労
働
に
よ
っ
て
世
界
を
作
り
変
え
る
こ
と
で
奴
隷
は
、
自
己
自
身
を
作
り
変
え
、
か
く
し
て
新
た
な
客
観
的
な
条
件
を
作
り
だ
す
。
そ
う
な
れ
ば
、
奴
隷
は
、
最
初
の
う
ち
死
を
畏
怖
す
る
あ
ま
り
拒
ん
で
い
た
承
認
の
た
め
の
解
放
闘
争
を
再
び
始
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
て
、
要
す
る
に
、
奉
仕
す
る
奴
隷
の
労
働
す
べ
て
が
実現するものは、主人の意志ではなく、（最初は自覚されなかったが、）奴隷の意志である。すなわち、主人が必然
的
に
挫
折
す
る
と
こ
ろ
に
お
い
て
、
終
局
的
に
勝
利
を
得
る
こ
と
に
な
る
の
は
奴
隷
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
実
際
、
最
初
は
非
自
立
的
で
、
奉
仕
す
る
奴
隷
の
意
識
が
、
自
立
的
な
自
己
意
識
の
理
想
を
終
局
的
に
実
現
し
、
開
示
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
奴
隷
の
意
識
こ
そ
、
自
己
意
識
の
「
真
理
」
で
あ
る
。
〈注〉
（１）以下、原典の引用にさいしては、いわゆるホフマィスター版（】閂●砲・一も颪ロ・曰のロ・Ｐｏｍ－の。の、Ｃの】巴のい》す厨碩・ぐ・］。ｇロゴの娩
雪。「「三。「⑪〔Ｃ『．＄亀）に依拠した。なお、右同書の第Ⅳ章Ａ節「自己意識の自立性と非自立性、主人と奴隷」は、一四一
頁から一五○頁にあたる。この個所の邦訳に関しては、「精神現象学・一樫山欽四郎訳（平凡社、一九九七年）を参照した。
と
く
に
今
回
、
右
同
書
の
補
訂
に
あ
た
ら
れ
た
早
稲
田
大
学
・
出
口
純
夫
教
授
の
労
を
多
と
し
た
い
。
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